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国
際
貢
献
事
業
に
補
助

文
化
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課
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多
文
化
共
生
と
国
際
交
流
・
協
力
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
の
国
際
化
に
貢
献
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体
に
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す（
上
限
四
万
円
）。

対�

象
事
業
・
活
動
…
青
少
年
な
ど
を
海
外

へ
派
遣
・
海
外
か
ら
受
け
入
れ
、
海
外

文
化
の
紹
介
な
ど
、
市
民
の
国
際
交
流

や
国
際
理
解
を
促
進
す
る
事
業
▼
教

育
・
地
球
環
境
・
公
衆
衛
生
・
農
業
技

術
な
ど
の
啓
発
活
動
や
技
術
援
助
な

ど
、
国
際
協
力
を
展
開
す
る
事
業
▼
日

本
語
指
導
・
通
訳
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
か
ら
、
外
国
籍
市
民
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
活
動

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
！

環
境
保
全
課
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保
健
予
防
課
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5
月
か
ら

9
月
に
か
け

て
、
晴
れ
て

日
ざ
し
が
強

く
、
風
が
弱

い
日
に
は
光

化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し

や
す
く
な
り

ま
す
。
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
す
る
と
、
目
が
チ
カ

チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛
く
な
る
な
ど
の
症

状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
抑
制
の
た

め
、
自
動
車
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

市
か
ら
の
発
令
情
報
の
お
知
ら
せ

●
防
災
行
政
無
線

　

注
意
報
な
ど
の
発
令
・
解
除
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
看
板
の
掲
示

　

市
内
の
主
な
公
共
施
設
で
、
発
令
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
か
ら
の
発
令
情
報
の
お
知
ら
せ

●�

県
大
気
環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯

サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供
、
電
子
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら

●
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
る

●�

目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
屋

内
に
入
る

●�

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
健
康
被
害
を
受
け

や
す
い
の
で
特
に
注
意

健
康
被
害
に
あ
っ
た
ら

●
洗
眼
・
う
が
い
を
す
る

●�

洗
眼
・
う
が
い
で
良
く
な
ら
な
い
、
呼

吸
困
難
・
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
あ

る
と
き
は
医
師
の
診
断
を
受
け
る

＊
健
康
被
害
状
況
を
、
保
健
予
防
課
ま
た

は
環
境
保
全
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

雨
水
対
策
施
設
の
設
置
補
助

下
水
工
務
課
L
2
2
3
︲
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3
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雨
水
の
一
時
的
な
流

出
抑
制
と
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
屋
根
に
降

っ
た
雨
を
処
理
す
る
雨

水
対
策
施
設
の
設
置
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
の
雨
水
対
策
施

設
は
、
市
の
基
準
を
満

た
す
、
浸
透
ま
す
（
四

基
ま
で
）・
小
型
貯
留

槽（
二
基
ま
で
）で
す
。
工
事
着
工
前
の
申

請
が
必
要
で
す
。

対�

象
…
市
内
在
住（
営
利
目
的
、
仮
設
建

築
物
、
過
去
に
最
大
限�

度
の
補
助
金
交

　

付
を
受
け
た
方
を
除
く
）

補�

助
金
額
…
設
置
工
事
に
要
し
た
経
費
の

二
分
の
一
ま
た
は
左
上
表
限
度
額
の
い

ず
れ
か
小
さ
い
額

＊
補
助
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
生
じ

た
と
き
は
、
端
数
を
切
り
捨
て
ま
す
。

＊
浸
透
ま
す
・
小
型
貯
留
槽
を
併
せ
て
設

置
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
数
に
応

じ
た
額
が
限
度
額
で
す
。　

国
民
生
活
基
礎
調
査
を
実
施
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厚
生
労
働
省
で
は
、
昭
和
61
年
以
降
、

毎
年「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
同
調
査
は
、
医
療
や
所
得
な

ど
、
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。
調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚

生
労
働
行
政
の
企
画
・
立
案
に
必
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。
4
月
中
旬
か

ら
準
備
調
査
を
始
め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
医
療
な
ど
の
調
査（
世
帯
票
）

　

調
査
日
…
6
月
2
日

　

問
い
合
わ
せ
…
保
健
総
務
課

●
所
得
な
ど
の
調
査（
所
得
票
）

　

調
査
日
…
7
月
14
日

　

問
い
合
わ
せ
…
生
活
福
祉
課

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と
×
ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
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市
政
に
ゅ
う
す

種類 浸透ます 小型貯留槽
1基 19,000円 19,000円
2基 33,000円 38,000円
3基 46,000円
4基 58,000円

埼玉県議会議員一般選挙の結果
選挙管理委員会事務局L224ー6120

候補者名（得票順・敬称略）　当＝当選

当 中野ひでゆき 22,806票
当 福永のぶゆき 22,504票
当 舟橋かずひろ 18,132票
当 しぶや実 15,528票

やべ節 15,124票
もりやひろ子 13,460票

有効投票＝107,554票▶投票率＝39.55％

中止・変更することがあります。事前にご確認ください。



子
ど
も
手
当
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
課
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平
成
23
年
度
の
子
ど
も
手
当
は
、
六
か

月
間（
9
月
分
ま
で
）の
支
給
が
決
ま
り
ま

し
た
。
支
給
金
額
・
要
件
は
昨
年
度
と
同

じ
で
す
。
な
お
、
平
成
22
年
度
に
川
越
市

で
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、

申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

10
月
分
以
降
は
、
国
で
審
議
し
て
い
る

た
め
、決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支�

給
金
額
…
月
額
一
万
三
千
円（
誕
生
月

の
翌
月
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
）

支�

給
要
件
…
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、

中
学
校
修
了
前
の
子
を
養
育
し
て
い
る

方

＊
今
年
度
は
、
毎
年
6
月
に
行
わ
れ
て
い

た
年
度
更
新
手
続
き（
現
況
届
）は
実
施
し

ま
せ
ん
。

申�

請
期
限
…
出
生
・
転
入
の
届
け
出
を
し

た
父
母
等
＝
出
生
・
転
入
の
日
か
ら

十
五
日
以
内

＊
期
限
を
過
ぎ
て
申
請
し
た
場
合
、
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
期
間
が
発
生
し
ま
す
。

申�

請
窓
口
…
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
二

階
）・
出
張
所

＊
郵
送
の
場
合
は
〒
3
5
0
︲
8
6
0
1

川
越
市
役
所
子
育
て
支
援
課
。

＊
申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

添�

付
書
類
…
申
請
す
る
父
ま
た
は
母
等
の

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
年
金
加

入
証
明（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加
入

者
の
み
）、
そ
の
他
審
査
に
必
要
な
書

類
支
給
時
期
…
6
月
・
10
月

支�

給
方
法
…
認
定
請
求
書
で
指
定
す
る
金

融
機
関
へ
振
込
み

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
額
を
変
更

子
育
て
支
援
課
L
2
2
4
‐
5
8
2
1

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
が
同
一
で
な
い
子
を
育
て
て
い
る
方

や
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
父
ま
た
は
母
の

子
を
育
て
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。
特

別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
一
定
の
障
害

の
あ
る
子
を
育

て
て
い
る
方
に

支
給
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手

当
額
は
、
物
価

の
変
動
に
応
じ

て
改
定
し
ま

す
。
昨
年
度
の

消
費
者
物
価
指

数
が
下
落
し
た

こ
と
に
伴
い
、

4
月
か
ら
上
表

の
と
お
り
改
定

し
ま
し
た
。
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都市景観重要建築物等の指定
都市景観課L224－5961

　重要な価値があると認められる建築物等を

「都市景観重要建築物等」に指定しています。

3月4日、追加指定を1件、新規指定を1件行

い、合計70件となりました。

山
やま

田
だ

家土蔵（H14.3.8 No.19の追加指定）
所在地…喜多町1番地3

建築年…明治17年

　札の辻の少し北側、喜多町の中ほどに位置

します。間口約2間・奥行約2間半で、内部

は2層になっています。外観は建築当時のま

まの漆
しっ

喰
くい

仕上げ、屋根は瓦葺
ぶ

きです。喜多町

は明治26年の川越大火に遭わなかったため、

主屋と同様に大火以前の建築様式を伝える大

変貴重な土蔵となっています。

榊
さかき

原
ばら

家門
所在地…南通町19番地3

建築年…江戸後期

　川越八幡宮の敷地内にあります。屋根は切
きり

妻
づま

瓦葺き、材質はけやきが主体となっていま

す。70年程前の台風で一度倒壊しましたが、

屋根を葺き替えた以外は、形式・材質・金具

等は当時のままで、江戸時代の特徴を残す貴

重な門です。

●児童扶養手当
子の人数 月額（全部支給） 月額（一部支給）
1人 41,550円 41,540円～9,810円
2人 46,550円 子1人の支給額＋5,000円
3人以上 1人につき3,000円加算
●特別児童扶養手当（月額）
1級（重度） 50,550円 2級（中度） 33,670円

中止・変更することがあります。事前にご確認ください。



環
境
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
政
策
課
L
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み
ど
り
の
担
当
か
ら

●
緑
の
支
援

　

申
し
込
み
は
、
環
境
政
策
課（
本
庁
舎
五

階
）に
事
前
相
談
し
、
①
③
＝
来
年
3
月
30

日
㈮
、
②
＝
来
年
1
月
31
日
㈫
ま
で
に
所

定
の
申
請
書
を
同
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
生
け
垣
設
置
補
助
金

　

緑
豊
か
で
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
公
道
沿
い
に
生
け
垣
を
新
設
す

る
際
に
補
助
金（
限
度
額
七
万
二
千
円
）を

交
付
し
ま
す
。

②
屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
補
助
金

　

市
街
地
の
緑
化
推
進
と
、地
球
温
暖
化
・

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
対
策
の
た
め
、

市
街
化
区
域
内
建
築
物
の
屋
上
や
壁
面
を

緑
化
す
る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

屋
上
緑
化
…
限
度
額
三
十
六
万
円

壁�

面
緑
化
…
補
助
資
材
を
設
置
す
る
場
合

＝
限
度
額
九
万
円
▼
つ
る
性
植
物
を
下

垂
さ
せ
る
場
合
＝
限
度
額
十
八
万
円

③
保
存
樹
木
・
保
存
樹
林
指
定

　

市
内
に
残
る
貴
重
な
樹
木
、樹
林
を「
保

存
樹
木
」「
保
存
樹
林
」
に
指
定
し
、
保

存
の
た
め
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

保
存
樹
木
…
年
額
一
本
三
千
六
百
円

保�

存
樹
林
…
市
街
化
区
域
＝
一
㎡
当
た
り

年
額
二
十
七
円
▼
市
街
化
調
整
区
域
＝

一
㎡
当
た
り
年
額
二
円

●「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

　

募
金
期
間
…
5
月
1
日
㈰
～
31
日
㈫

●「
川
越
市
緑
の
基
金
」
に
ご
協
力
を

　

市
内
の
緑
化
推
進
・
緑
地
保
全
の
た
め

に
、
市
独
自
で
基
金
の
積
み
立
て
を
行
っ

て
い
ま
す
。
募
金
箱
は
、
本
庁
舎
一
階
と

五
階
に
あ
り
ま
す
。

●
市
民
花
壇

　

一
定
要
件

を
満
た
す
花

壇
を
「
市
民

花
壇
」
に
指

定
し
、
地
域

団
体
の
皆
さ

ん
に
、
市
か

ら
支
給
す
る

花
の
植
え
替

え
や
、
水
や

り
・
除
草
な

ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
の
森
指
定

　

個
人
な
ど
が
所
有
す
る
樹
林
に
休
憩
施

設
・
散
策
路
な
ど
を
整
備
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

●
緑
の
カ
ー
テ
ン

　

夏
場
の
室
内
温
度
の
上
昇
を
抑
え
る

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」。
皆
さ
ん
が
作
っ
た
も

の
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
対
策

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
繁
殖
力
が
強
く
、
天
敵

が
い
な
い
た
め
、
近
年
急
激
に
そ
の
数
を

増
や
し
て
い
ま
す
。
在
来
の
生
態
系
に
被

害
が
及
ん
で
い
る
た
め
、
県
と
協
力
し
て

被
害
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
つ
け
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

近
所
の
友
達
や
家
族
で
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
、
生
き
物
調
査
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

な
ど
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
を
含
む
二
人
以
上
で
、
グ
ル
ー

プ
登
録
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
…
電
話
で
環
境
政
策
課

石
綿
除
去
・
大
気
調
査
結
果

環
境
保
全
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

石
綿
の
除
去
な
ど
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

建
築
物
・
工
作
物
の
解
体
や
改
修
工
事

の
際
は
、
事
前
に
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）使

用
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
が
必
要
で
す
。

石
綿
の
使
用
が
判
明
し
、
対
象
工
事
を
行

う
場
合
に
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
で
作
業

場
所
の
隔
離
、
作
業
内
容
の
掲
示
・
届
け

出
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
綿
の
除
去
な
ど
に
は
、
専
門
的
な
技

術
が
必
要
で
す
。
専
門
業
者
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

対�

象
工
事
…
吹
付
け
石
綿
、
石
綿
を
含
有

す
る
断
熱
材
・
保
温
材
・
耐
火
被
覆
材

が
使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
ま
た
は
工

作
物
の
解
体
工
事
や
改
造
・
補
修
工
事

届�

け
出
…
工
事
の
十
四
日
前
ま
で
に
環
境

保
全
課（
本
庁
舎
五
階
）

＊
石
綿
ス
レ
ー
ト
な
ど
の
非
飛
散
性
石
綿

含
有
建
材
の
除
去
な
ど
を
行
う
場
合
、
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
湿
潤
化

な
ど
の
石
綿
飛
散
防
止
対
策
を
実
施
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大
気
中
の
石
綿
濃
度
調
査
結
果

　

ア
ス
ベ
ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
改
訂
さ
れ
、
総
繊
維
数
濃
度
が
一
ℓ

中
一
本
を
超
え
た
場

合
、
検
体
を
詳
細
分
析

す
る
方
法
に
な
り
ま
し

た
。

　

上
表
の
地
域
で
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
夏

期
測
定
に
お
い
て
詳
細

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
石

綿
繊
維
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
総
繊
維

数
濃
度
が
一
ℓ
中
一
本

を
超
え
た
の
は
、
有
機

物
の
繊
維
な
ど
が
浮
遊

し
て
い
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

調�

査
期
間
…
夏
期
＝
昨

年
8
月
23
日
～
25
日

▼
冬
期
＝
昨
年
12
月

14
日
～
16
日

調�

査
方
法
…
ア
ス
ベ
ス

ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と
×
ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

調査地域 夏期平均 冬期平均 年平均
川越測定局（宮下町2丁目） 1.20（石綿の検出無し） 0.08 0.30
高階測定局（砂新田1丁目） 0.77（石綿の検出無し） 0.06未満 0.21
霞ケ関測定局（伊勢原町5丁目） 1.30（石綿の検出無し） 0.06 0.28

調査結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝本／ℓ）

中止・変更することがあります。事前にご確認ください。

寿町2丁目に設置された市民花壇寿町2丁目に設置された市民花壇




